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いよいよ今年も梅雨の季節になりました．洞爺湖サ

ミットを控えて地球温暖化の話がクローズアップされ

ています．また，暑い暑い夏になるのでしょうか．日

本も亜熱帯になったらマラリアが風土病になるかもし

れません(平清盛はマラリアだった説があります)．検

査技師の仕事内容も少し変わるかもしれません．

今月号の“病気のはなし”は，「成人T細胞白血

病/リンパ腫(ATLL)」です．この欄では毎号いろい

ろな疾患を取り上げています．兎角，検査技師は検査

データーに注意が向いてしまいがちです．病気を知る

ことも精度の高い報告を行うことにつながります．

“Laboratory Practice”では検査の質を向上させるた

め耳よりな話題が掲載されています．用手法の多い一

般検査の内部精度管理に苦労している方もいらっしゃ

ると思います．6月号～本号まで尿試験紙・沈渣や便

潜血，髄液細胞検査と一般検査の精度管理を3回シ

リーズでお届けしましたが，いかがでしたか……．精

度の高い検査データを臨床に提供できるように役立て

てください．臨床生理：脳波検査のステップアップも

第9回になりました．じっくり読んで「脳波の達人」

をめざしてください．

“トピックス”では最先端の話題を掲載しています．

「骨髄増殖性疾患と JAK2遺伝子変異」のように，い

ままで病因が不明とされていた疾患が遺伝子解析で診

断される時代になってきました．現在は研究レベルで

あっても5年後，10年後には検査項目に定着してい

るかもしれません．

さて，2007年1月号から始まった“一般検査室か

ら 私の一枚”も今年の12月号で終了します．尿沈

渣成分から寄生虫，気管支の細胞とバラエティーに富

んでいて解説もエッセイのようで興味深く，写真も

とってもきれいでした．貴重な成分を最高の状態で残

しておこうという著者たちの意気込みが感じられまし

た．あと4回，何がでてくるでしょうか？ 楽しみで

す．

本号がお手元に届くころは夏真っ盛りです．クー

ラーの効いた部屋で本誌を読んでスキルアップはいか

がですか？

(伊瀬恵子)
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使い分け 米田孝司，他
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臨床医からの質問に答える
尿中の潜血反応と尿沈渣の赤血球の結果が不一致の
場合はどのように考えるべきか？ 森田嘉一
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